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1.総論 

【総括判断】 

「県内経済は、緩やかに回復しつつある」 

項 目 前回（8年1月判断） 今回（8年4月判断） 
前回 
比較 

総括判断 緩やかに回復しつつある 緩やかに回復しつつある  

（注）8年4月判断は、前回8年1月判断以降、足下の状況までを含めた期間で判断している。 

（判断の要点） 

個人消費は、回復しつつある。生産活動は、持ち直しつつある。雇用情勢は、緩やかに改善しつつある。 

 

【各項目の判断】 

項 目 前回（8年1月判断） 今回（8年4月判断） 
前回 
比較 

 

個人消費 回復しつつある 回復しつつある  

生産活動 持ち直しつつある 持ち直しつつある  

雇用情勢 緩やかに改善しつつある 緩やかに改善しつつある  

    

設備投資 7年度は前年度を下回る見込み 7年度は前年度を下回る見込み 
 

企業収益 7年度は増益見込み 7年度は増益見込み  

企業の 

景況感 
「下降」超幅は縮小 「下降」超幅は拡大  

住宅建設 前年を下回る 前年を下回る  

輸出 前年を下回る 前年を下回る  

 

【先行き】 

先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やかに回復していく
ことが期待されるものの、中東情勢や金融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。 
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2.各論 

◼ 個人消費 「回復しつつある」 

百貨店・スーパー販売は飲食料品、コンビニエンスストア販売は冷凍食品、家電大型専門店販売はパソコ
ン、ドラッグストア販売は食品などが堅調であることから、前年を上回っている。 
ホームセンター販売はインテリアなどが低調であることから、前年を下回っている。 
また、乗用車販売は普通車などが低調であることから、前年を下回っている。 

（主なヒアリング結果） 

 

◼ 生産活動 「持ち直しつつある」 

化学は医薬品の減少や建設需要の低迷、輸送機械は海外需要の一巡などから、減少している。 
汎用・生産用・業務用機械は企業の設備投資意欲、鉄鋼は店舗設備などの需要が堅調であることなどか

ら、増加している。 

 

◼ 雇用情勢 「緩やかに改善しつつある」 

有効求人倍率は、堅調に推移している。 
新規求人数は、卸売業・小売業などで減少しており、前年を下回っている。 

 

 
 

➢ 店舗では従業員不足が常態化しており、特に精肉や鮮魚など技術を必要とする部門での人材確保や育成が課題となって

いる。（小売） 

➢ 求人を行っても応募が十分に集まらない状況に加え、人件費の高騰や価格転嫁の難しさを背景にセルフレジの導入によ

って省人化を図る事業所が増加している。（公的機関） 

➢ 時短を求めるトレンドが続いていることに加え、光熱費を考慮すると総菜を購入した方が割安と考える消費者も増えてお

り総菜の売上は伸びている。節分では恵方巻や揚げ物が好調だったほか、ひな祭りではちらし寿司の売れ行きが良かった。

（スーパー） 

➢ プライベートブランド商品に力を入れており、冷凍食品などの売上が伸びている。（コンビニエンスストア） 

➢ Windows10のサポート終了に伴うパソコンの買い替え需要が1月ごろまでみられた。また、学生や社会人を中心とした新

生活需要が高く、洗濯機・冷蔵庫・電子レンジをセットにした商品の売れ行きも良い。（家電大型専門店） 

➢ 米の価格上昇をきっかけにパンなどの代替品の需要が高まり、その傾向は現在も続いている。加えて、医薬品やマスクな

どの花粉症対策商品も好調。花粉の飛散が本格化する前に早めに購入する傾向がみられた。（ドラッグストア） 

➢ インテリアなどでは消費者が事前に比較検討を重ねたうえで判断する傾向が強く、購入に対する慎重な姿勢が強まってい

る。（ホームセンター） 

➢ 物価高やガソリン価格の高騰を受け、買い替え時期を先延ばしにする傾向が強まっているほか、乗り換えよりも価格を抑

えられる修理を優先する動きがみられる。（自動車販売店） 

➢ 国内旅行はファミリー層のテーマパーク需要が根強く、海外旅行はシニア層を中心にヨーロッパが人気となっている。宿

泊費が高騰するゴールデンウィークを避けた旅行の分散化がみられる。（旅行代理店） 

➢ 人手不足対応等による工期の長期化や資材価格の高騰を背景に建設需要が低迷しており、配管材など建設関連設備向けの

需要は低調。（化学） 

➢ 好調に推移していた車種が一巡し、足下では落ち着きが見られる。（輸送機械） 

➢ 受注環境の改善などから設備投資に前向きな動きが見られ、需要は堅調。（生産用機械） 

➢ エネルギーコストの上昇を受け、省エネ型設備への更新が進むなど、外食産業向け業務用厨房機器の受注は堅調。（鉄鋼） 
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◼ 設備投資 「7年度は前年度を下回る見込み」（全産業）「法人企業景気予測調査」8年1-3月期 

○  製造業は、化学などで増加するものの、生産用機械、電気機械などで減少することから、全体では前年度を下回る見

込みとなっている。 

○  非製造業は、運輸・郵便などで減少するものの、建設、金融・保険などで増加することから、全体では前年度を上回る

見込みとなっている。 

■ 企業収益 「7年度は増益見込み」（全産業）「法人企業景気予測調査」8年1-3月期 

○  製造業は、電気機械などで減益となるものの、生産用機械、化学などで増益となることから、全体では増益見込みと

なっている。 

○  非製造業は、運輸・郵便などで減益となるものの、学術研究・専門・技術サービス、鉱業・採石等などで増益となること

から、全体では増益見込みとなっている。 

 

◼ 企業の景況感 「『下降』超幅は拡大」（全産業）「法人企業景気予測調査」8年1-3月期 

○  企業の景況判断BSIは、「下降」超幅が拡大している。なお、先行きは「上昇」超に転じる見通しとなっている。 

 

◼ 住宅建設 「前年を下回る」 

○ 新設住宅着工戸数は、持家、分譲住宅が減少していることから、前年を下回っている。 

 

■ 輸出 「前年を下回る」 

○  輸出（円ベース）は、一般機械、化学製品などが減少していることから、前年を下回っている。地域別では、アジア、大

洋州などで減少している。 

 

なお、輸入（円ベース）は、石油製品、石炭などが減少していることから、前年を下回っている。地域別では、中東、大

洋州などで減少している。 

 

 

➢ 前年度まで新工場の大型設備投資を行ったが、今年度は設備の維持更新のみ。（生産用機械） 

➢ 生産能力の強化に向けて、新規設備投資を進めている。（建設） 



  

 

 

 

資 料 編 
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1．個 人 消 費　　回復しつつある

　　　　　(1) 百貨店・スーパー販売額（全店舗） （注）（1）～（5）の各グラフの3か月毎の販売額は、1月あたりの平均を表示。

（資料出所：経済産業省、中国経済産業局）

　　　　　(2) コンビニエンスストア販売額（全店舗）

（資料出所：経済産業省、中国経済産業局）

　　　　　(3) 家電大型専門店販売額（全店舗）

（資料出所：経済産業省、中国経済産業局）
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　　　　(4) ドラッグストア販売額（全店舗）

（資料出所：経済産業省、中国経済産業局）

　　　　(5) ホームセンター販売額（全店舗）

（資料出所：経済産業省、中国経済産業局）

　　　　(6) 乗用車販売（新車登録・届出台数）

（資料出所：中国運輸局、日本自動車販売協会連合会、全国軽自動車協会連合会）

-20

-10

0

10

20

0

30

60

90

120

150

180

  6/12-
7/2

  3-5   6-8   9-11   7/12-
8/2

12月

6年

1月

7年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

8年

2月

販売額（山口） 前年比（山口） 前年比（全国）

-20

-10

0

10

20

0

30

60

90

120

150

180

  6/12-
7/2

  3-5   6-8   9-11   7/12-
8/2

12月

6年

1月

7年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

8年

2月

販売額（山口） 前年比（山口） 前年比（全国）

-20

-10

0

10

20

30

7/1-3 4-6 7-9 10-12 8/1-3 1月

7年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

8年

2月 3月

普通乗用車(前年比寄与度) 小型乗用車(前年比寄与度) 軽乗用車(前年比寄与度)

登録・届出台数前年比（山口） 登録・届出台数前年比（全国）（％）

（年/月）

（年/月）

（年/月）

（億円）

（億円）

（％）

（％）

全国 3.9

山口 0.6

全国▲ 1.0

山口▲ 5.0

全国▲ 5.4

山口▲ 9.9

- 2 -



(1) 鉱工業生産指数(季節調整値)

(2) 県内主要業種別生産指数(季節調整値）
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（年/月）

（指数） （令和2年＝100）

（資料出所：山口県）

2．生 産 活 動 持ち直しつつある

（指数） （令和2年＝100）

（年/月）

全国

101.4
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(1) 有効求人倍率、有効求人数・求職者数(学卒を除く、季節調整値）

 

  

(2) 県内新規求人数・求職者数（学卒を除く、原数値）の前年比
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3. 雇 用 情 勢 緩やかに改善しつつある

（資料出所：厚生労働省、山口労働局）
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設備投資額（前年度比）

（資料出所：山口財務事務所）

5.企 業 収 益　　7年度は増益見込み

経常利益（電気・ガス・水道業、金融業、保険業を除く：前年度比）

（資料出所：山口財務事務所）

4.設 備 投 資　　7年度は前年度を下回る見込み
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6.企業の景況感　　「下降」超幅は拡大

景況判断ＢＳＩの推移（原数値）（ＢＳＩ：前期比判断「上昇」-「下降」社数構成比）

（資料出所：山口財務事務所）

新設住宅着工戸数（前年比）

（資料出所：国土交通省）

7.住 宅 建 設　　前年を下回る
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 輸出（円ベース）

＜参考＞

 輸入（円ベース）
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8．輸 出 前年を下回る
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